「今の は、」 

はつ ざ か あかげっと ところ 

初阪 ものの 赤毛布、 という 処を、 十月の 半ば過ぎ、 

こはるな ぎ の ぼ かさ 

小春 M で、 ちと 逆上せる ほどな 暖かさに、 下着 さえ 襲 

しま ほお かぶ 

ねて 重し、 野暮な 縞 も 隠されず、 頰 被りが わりの 鳥 打 

帽で、 朝から 見物に 出掛けた …… この 初阪と は、 伝え 

つくば いでた 

聞く、 富士、 浅 間、 大山、 筑波、 はじめて、 出立つ を 

とな なら う いけん ざん 

初 山と 称うる に 傚って、 大阪の 地へ 初見 参と いう 意味 

である。 

てんまば し つ れ 

その 男が、 天 満橋を 北へ 渡 越した 処で、 同伴の もの 



す こで 一 ッ、 桜宫 から 網 島 を 口上で 申し上げようと 

思って いたのに、 あんま リ腕組 をな すつ たんで、 いや、 

案内 者、 大きに 水 を 見て 涼みました。 

それから、 ずっと 黙りで、 橋 を 渡った 処で、 (今の は、) 

とお 尋ねな さるんで さ、 義理に も大阪 城、 と 申さない 

じ や、 第一 日本一 の 名 城に 対して、 はは は、」 ともの あ 

りげ にち よ つ と 顔 を 見る。 

ひさし 

初 阪は鳥 打の 庇 に 手 を 当て、 

さなだ ゆき むら 

「分り ましたよ。 真田 幸 村に 対しても、 決して 粗略に 

もえぎ いろ 

は 存じません。 萌黄色の 海の ような、 音に 聞いた 淀川 

まつ ぷた ゆっくり 

が、 大阪を 真二つに 分けた ように 悠揚 流れる。 



くす れた さかさま なび 

と 崩 立って、 倒 に 高く 淀川の 空へ 靡く。 ：：： 

と ， .1 ろ ど > J ろ 

なびく に 脈 を 打って、 七 筋ながら、 処 々、 斜めに 

うずま す-， J 

太陽の 光 を 浴びつ つ、 白 泡立てて 渦 いた、 その 凄 かつ 

た 事と 云ったら。 

おおづつ 

天守の 千 畳 敷へ 打 込んだ、 関東 勢の 大砲が 炎 を 吐い 

あまた ねりぎぬ 

て 転がる 中に、 淀 君 を はじめ、 夥多の 美人の、 練 衣、 

くれない はかま ずたずた 

紅の 袴 が 寸断々 々 に、 城と 一 所に 滅 ぶる 景色が、 目 

に 見える。 …… 雲 を 貫く、 工場の 太い 煙 は、 丈に 余る 

もつ さかさま 

黒髪が、 鏈れて 乱れる よう、 そして、 倒 に 立った の 

とこしえ うらみ 

は、 長に 消えぬ 人々 の 怨恨と 見えた。 

おおかわ りょうぎし もや 

大河の 両岸 は、 細い 樹の 枝に、 薄 紫の 靄が、 すらす 



「串戯 じゃありません ぜ。 何の 今時 …… 」 

「そんなら 可い が、」 

あるき はげ 

歩行 出す、 と 暗くな り 掛けた 影法師 も、 烈しい 人脚 

てんま まっぴるま 

の 塵に 消えて、 天満 筋の 真昼 間。 

初 阪は晴 やかな 顔 をした。 

「凄かった よ、 私 は。 …… その 癖、 この 陽気 だから、 

自然と 淀川の 水気が 立つ、 陽炎の ような ものが、 ひら 

おもて ぱ つ 

ひらと、 それが 櫓の 面 へ かかる と、 何となく、 ※ 〔# 

「火 + 發」、 450-U と美し い 幻が 添って、 城の 名 を 天下に 

彩って いるよう に 思われた つけ。 その 花やかな 中に も、 

ひそ 

しかし、 長い、 濃い、 黒髪が 潜んで、 滝の ように 動い 



ていた ご 

城 を 語る 時、 初 阪の色 酔える がごと く、 土地 馴れぬ 

あやぶ あいて 

足 許 は、 ふらつ くば かリ危 まれた が、 対 手が、 しゃん 

と 来い の 男衆 だけ、 確に 引受けられた 酔漢に 似て、 

わきめ ふ しゃべ 

擦 合い、 行 違う 人の 中 を、 傍目 も 触らず 饒舌る ので あつ 

た。 

「時に、 それにつ いて、」 

ベ っぴん たち ど 

「あの、 別嬪の 事でしょう。 私たちが 立 停まって、 お 

城 を 見て いました。 四 五 間 さきの 所に、 美しく 立って、 

同じ 方を視 めて いた、 あれでしょう。 …… 貴方が (今 

の は！) ッて 一 件 は。 それ、 奴 を 一 人、 お供に 連れて、」 



「奴 を …… 十五 六の 小間使 だぜご 

まげ しろた けなが 

「当地 じ や、 奴ッ てそう 言います。 島 田 鬍に白 丈長 を 

ピンと 刎ねた、 小凜々 しい。 お 約束で ね、 御寮人に は 

附 きものの 小 女です よ。 あれで 御寮人の 鬍が、 元禄 

ひし かわもろ のぶ 

だった 日に や、 菱 川師宣 えがく、 というんで すね。 

何だろう、 とお 尋ねな さるの は 承知の 上で さ、 …… 

また、 今の を 御覧な すって、 お聞きな さらない じ や、 

大阪が 怨みます ご 

「人が 悪い な、 この 人 は。 それまで 心得て いて、 はぐ 

ら かすんだ から。 (大阪 城で ございます、) はちと 癩 

だろう じ やない かご 



「 ま ま ま ま II 

「しかし 縁の ない 事 はない。 そうして、 熟と あの、 煙 

の 中の 凄い 櫓を視 めて いると、 どうだろう。 

さき うす さいしき たたず 

四 五 間 前に、 上品な 絵の具の 薄 彩色で、 ネん でいた、 

今の、 その美 人の 姿 だが ね、 …… 淀川の 流れに 引かれ 

た、 私の 目の せいなんだろう。 すッと 向う に 浮いて 

や ざ ま 

行って、 遠くの、 あの、 城の 壁の、 矢 狭間と も 思う 窓 

のぞ 

から、 顔 を 出して、 こっち を視 いた。 そう 見えた。 い 

つの 間に か、 城の 中へ 入って、 向 直って。 …… 

黒雲の 下、 煙の 中で、 凄い の、 美しい の、 と云ッ て、 

そりゃなかった ご 



はかま な り 

緋の 袴と いう 扮 装で、 八 年ぶりで 練ります から ご 

ひとこと 

一言、 下げ髪、 緋の 袴、 と 云った のが、 目の あたり 

うが 

城の 上の 雲 を 見た、 初 阪の耳 を 穿って 響いた。 

「何、 下げ髪で、 緋の袴 9 …：： 」 

「勿論 一人じゃありません —— 確か 十二 人、 同じ 姿で 

いれげ とき 

揃って 練ります。 が、 自分の 髪 を 入 髪な しに 解 ほぐし 

て、 その 緋の 袴と 擦れ擦れに 丈に 余る つての は、 あの 

おんな 

婦 ばかり だと 云った もんです。 一度 引いて、 もう そ 

ん なに 経ちます けれども、 私 あ 今日 も、 つい 近間で 見 

て 驚きました。 

かりがねびたい はえぎわ 

苦労 も 道楽 もした ろうのに、 雁金 額の 生 際が、 一 厘 



にぎ や ほこ：：：' 

は、 賑 かな 町に 立つ 埃よりも 薄かった。 

おもいが ほてい 

思 懸けず、 何の 広告 か、 屋根 一 杯に 大きな 布袋の 絵 

があって、 下から 見上げた ものの、 さながら 唐子め く 

のに、 思わず 苦笑した が、 

きのう 

「昨日 も その 話 を 聞きながら、 兵 庫の 港、 淡路島、 煙 

突の 煙で ない 処は 残らず 屋根ば かりの、 大阪を 一目に 

見渡す、 高 津の宫 の 高台から …… 湯 島の 女坂に 似た 石 

の 段 壇 を 下りて、 それから 黒 焼 屋の前 を 通った 時 は、 

まっくろ つらら ひや 

軒から 真黒な 氷柱が 下って るよう に 見えて 冷り とした 

い つ とき にえ あが わきた 

よ。 一 時に 寒くな つ て —— たださえ 沸 上り 湧 立 つてる 

いり まめ や 

大阪 が、 あの また 境内 に、 おでん 屋、 てんぷら 屋、 煎 豆 屋、 



分けて この 二三 日 は、 黒 焼屋の 蛇が 売れ 盛る つて 言 

います …… 誓文 払，" で、 大阪 中の 呉服屋が、 年に 一 度の 

大 見切 売 をし ますんで ね、 巿中 もこの 通り また 別して 

にぎわ 

賑 いま さ。 

心 斎 橋 筋の 大丸 なんかで は、 景物の 福引に 十両 二十 

両 という 品 もの を 発奮んで 出し ますんで、 一番 引当て 

リ ようけん まじない つ 

よう 了簡 で、 禁 厭に 蛇の 袋 を ぶら下げて、 杖 を 支いて、 

しらが 

お 十 夜と いう 形で、 夜中に 霜 を 踏んで、 白髪で 橋 を 渡 

る 婆さん も ある にゃあ るんで ご 

丄八 



縁 も、 先祖の 位^も、 色 も 恋 も 罪 も 報 も、 三世相 一 冊 

と、 今の 蛇 一疋ず つ は、 主にな つて 隠れて いそうな 気 

きのう 

がする 処へ、 蛇 瓶の 話 を 昨日 聞いて、 まざまざと 

つまだち あし 

爪立 足で、 黒 焼 屋の前 を 通 つ てからと いう もの は、 う つ 

しん ぞ したがい つま 

かりす ると、 新造 も 年増 も、 何 か 下 搔の棲 あたりに、 

ひとすじ 

一 条 心得て いそうで ならない。 

昨夜 も、 芝居で …… 」 

男衆 は 思 出した ように、 如才なく 一 ッ 手を拍 つた。 

「時に、 どうしたと 云 うんです え、 ぉ珊 さんが、 その 

旦那と？ …… 」 

ももわれ 

「まあ、 お聞き —— 隣合った 私の 桟敷に、 髪 を 桃 割に 



結って、 緋の 半襟で、 黒糯 子の 襟 を 掛けた、 黄の 勝つ 

つむぎ かす リ 

た 八 丈と いった 柄の 着 もの、 紬か何 か、 鉼の 羽織 を 

かん ざし 

ふつく りと 着た。 ふさふさの 簪 を 前 のめりに 挿して 

くちもと すなお 

それ は 人柄な、 目の 涼しい、 眉の 優しい、 口許の 柔順 

な、 まだ 肩 揚げ をした、 十六 七の 娘が、 一人 入って い 

たろう。 …… 出来るだけ おつく リを したろう が、 着 も 

うち 

の も 帯 も、 余りい い 家の 娘 じ やない らしい のが、」 

「居ました。 へ い、 親方が、 貴方に 差 上げた 桟敷です 

から、 人の 入る 訳 はない が、 と 云って、 私が 伺い まし 

たつけ。 貴方が、 (構い やしない。) と 仰 有る し、 そこ 

はね、 大したお 目 触りの もので はなし …… あの 通りの 



(旦那、 この 娘 を 一 人 願われませんで ござりましょう か。 

ラ ち-つち 

内々 の もので、 客で は ござりません。 お 部屋へ 知れ ま 

あなた さま おぼしめし 

すと 悪う ござり ますが、 貴下 様 思 召 で、) と 至って 

いんぎん 

慇憝 です。 

もとで かか 

資本 は懸ら ず、 こういう 時、 おのぼりの 気前 を 見せ 

るんだ、 と 思った から、 さあさあ 御 遠慮なく、 で、 ま 

ず 引受け たんだね ご 

七 

「ずっと 前へ お出なさい、 と 云って 勧めても、 隅の 口 



おも 

に 惟え らく、 光栄なる かな。 

まあ、 お聞きったら。 

そり や 可かった が、 一件 だ ご 

「 一 件と …… お つ しゃる と？」 

「長いの、 長いの ご 

「その 娘が、 蛇 を …… 嘘で しょうご 

「間違った に違いない。 けれども 高津で 聞いて、 平家 

まく あ い 

の 水鳥で 居たん だからね。 幕間に ちょいと 楽屋へ 立 

たもと 

違って、 またもとの 所へ 入ろうと すると、 その 娘の 袂 

わき かんぶく ろ 

の 傍に、 紙袋 〔# 「紙袋」 は 底本で は 「紙 装 匕 がーつ 出 

てレ ます 



並んで 坐る と、 それが ちょうど 膝に なろうと いうん 

お お 、- ひる 

だから、 大に 怯んだ。 どうやら 気のせい か、 むくむ く 

動きそう に 見える じ やない か。 

ひきき が かん ざし 

で、 私 は 後へ引 退った。 ト 娘の 挿した 簪 の ひら ひ 

ら する、 美しい 総 越しに 舞台の 見える のが、 花輪で 額 

縁 を 取った ようで、 それ も 可 さ。 

所へ、 さらさら どか どかです。 荒い のと 柔 なのと、 

急ぐ のと、 入 乱れた 跫 音を立てて、 七 八 人。 小袖 幕で 

おんな かつ まっか や 

囲った ような 婦 の 中から、 赫と真 赤な 顔 をして、 痩せ 

しゅてん どうじ 

た酒顚 童子と いう、 三分 刈りの 頭で、 頰 骨の 張った、 

目の ぎよろ りと した、 なぜか 額の 暗い、 殺気立った 男 



あらわ ずぽ ん 

が、 詰 襟の 紺の 洋服で、 靴 足袋 を 長く 露した 服 筒 を 

膝頭に たくし上げた、 という 妙な 扮 装で、 その 婦た 

ち、 鈍太郎 殿の 手車から 転がり 出した ように、 ぬつ と 

発奮んで 出て、 どしんと、 音を立てて 躍 込んだ のが、 

隣の 桟敷で …… 

いきなり 

唐突、 横 のめりに 両足 を投 出す と、 痛い ほど、 前の 

仕切に がんと 支いた 肱へ、 頭 を 乗せて、 自分で 頸を摑 

ん でも、 そのまま 仰向けに ぐたり となる、 可い かね。 

顔へ 花火の ように 提灯の 色が ぶッ かります。 天井と 

舞台 を 等分に 睨み 着けて、 (何 じ やい！) と 一 つ 怒鳴る、 

と 思う と、 かつと 云う 大酒の 息 を 吐きながら、 (こら、 



入らん か、) と 喚い たんだ。 

背後に、 島 田 やら、 杏 返し やら、 累 つて 立った 

てあい みんな 

徒 は、 右の 旦那よりか、 その 騒ぎ だから、 皆が 見返 

る、 見物の 方へ 気 を 兼ねたら しく、 顔 を 見合わせ てい 

たつけ が。 

この 一 暍を啖 うと、 べたべたと、 蹴出し も 袖 も 崩れ 

て 坐った。 

大切な 客と 見えて、 若，， 衆が 一 人、 女中が 二人、 前 茶 

屋 のだろう、 附 いて 来た。 人数 は 六 人だった がね。 旦 

那が 一 杯に のして るから、 どうして 入り切れる もん 

じ やない。 随分 肥ったの も、 一人なら ず さ。 



わび おじぎ 

茶屋の がしき りに、 小声で 詫 を 云って 叩頭 をした の 

は、 御 威勢で もこの 外に 場所 は 取れません、 と 詫びた 

ん だろう。 (構い ま へんで、 お入りな され。) 

まずい 口真似 だ、」 

初阪は 男衆の 顔 を 見て 微笑んだ が、 

「そう 云って、 茶屋の 男が、 私に 言 も 掛けないで、 そ 

の 中で も、 なかん ずく 臀の 大きな 大年増 を 一人、 こつ 

おんな 

ちの 場所へ 送 込んだ。 すると また その 婦が、 や、 どッ 

こいしよ、 と 掛声して、 澄まして、 ぬつ と 入って、 ふ 

すそ ごみ いっぱい 

わりと 裾 埃で 前へ 出て、 正面 充満に 陣取った ろうご 



八 

ふとっちょ ぉッっ 

「娘 はこの 肥満 女に、 のしの し 隅つ こへ 推 着けられて、 

おそろ 

可 恐し く 見 勝手が 悪くな つた。 ああ、 可哀 そうにと 思 

う。 ちょうど、 その 身体が、 舞台と 私との 中垣に なつ 

たもんだ からね。 ゆ 憐し いじ やない か …… 

そつ ふしめ あんた 

密と 横顔で 振 向いて、 俯 目に なって、 (貴下 はん、 見 

きま 

憎う おます やろ、 ) と 云 つ て、 極リの 悪そう に 目 をば ち 

ばちと 瞬い たんです。 何事 も 思いません。 大阪 中の 

わびごと 

詫 言 を 一 人で された 気がした ぜご 

つむり 

男衆 は 頭 を 下げた。 



ごもっとも 

「御 道理で。」 

「いや、 まったく。 心配し ないで 楽に 居て、 御覧々々 

と 重ねて 云う と、 芝居で 泣いた なりの しっとり した 

まみえ にっこり 

眉 を、 嬉しそうに 莞爾 して、 向う を 向いた が、 ちょつ 

おさ はなかん ざし 

と 白い 指で 圧え ながら、 その 花簪を 抜いた はどう だ 

そめわけ ふさ 

い。 染 分の 総 だけ も、 目障りに なるまい という、 しお 

らし いんだね。 

(酒 だ、 酒 だ。 疾 くせい、 のろま！) とぎつ くリ、 と 

胸 を 張 反らして、 目を剝 く。 こいつが、 どろん と 濁つ 

しわ もみあが 

て 血走つ てら。 ぐしゃぐ しゃ 見上げ 皺が 揉 上って 筋 だ 

らけ。 その 癖、 す ペリと 髯 のない、 まだ 三十く らい、 



若 いんです。 

(はいはい、 たった今、 直きに、) と ひょこひょこと 敷 

おじぎ 

居に 擦附 ける、 若衆 は 叩頭 をし いしい、 (御寮人 様、 行 

届き まへ ん処 は、 何分、) と、 こう 内証で 云った。 

うしろ 

その 御寮人と 云われた、 …… 旦那の 背後に、 …… 髪 

は やっぱり 銀杏 返し だつ け …… お 召の 半コ オト を 着た 

なりで 控えた のが、」 

ろしろ 

「へい、 成程、 背後に 居ました ご 

かた さっき 

「お 珊の方 かね、 天満 橋で 見た 先刻の だ。 もっとも 東 

の 雛壇 を ずらり と 通して、 柳 桜が、 色と 姿 を 競った 中 

きりょ ラ 

にも、 ちょっと は あるまい と 思う、 容色 は 容色と 見た 



けれども、 歯痒い ほど^ 気 地の ない、 何て 腑の 抜けた、 

と 今日より 十 段 も 見劣りが したって 訳 は。 …… 

いずれ 妾だろう。 慰まれ ものに は 違いない が、 若 

い 衆 も、 (御寮人、) と 奉って、 何分、 旦那 を 頼む、 と 

云う。 

取 巻きの 芸妓た ち、 三人 五 人の 手前 も ある。 やけに 

土砂 を 振掛けても、 突 張 返った 洋服の 亡者 一個、 掌 

ひん まろ さばき 

に 引 丸げ て、 捌を附 けなけ り や 立ちますまい。 

ところが 不可い。 その 騒ぐ 事、 暴れる 事、 桟敷へ 狼 

を 飼った ようです。 (泣くな、 わい 等、) と 喚く —— 君 

たてお やま 

の 親方が 立 女形で 満場 水 を 打った よう、 千 百の 見物が、 



目 も 口 も 頭 も 肩 も、 幅の広い ただ 一人の 形に なって、 

すす リな i" ン. K チ 

啜 泣きの 声ば かり、 誰が 持った 手 巾 も、 夜会 草の 花 を 

しぼ 

昼間 見る ように、 ぐつ しより 萎んで、 火影の 映る のが 

血 を 絞る ような 処だ つけ —— (芝居 を 見て 泣く 奴が あ 

る もの かい、 や、 怪 体な！ 

ほ け， <カ 

舞台で も 何 を 泣え くさ るん じ やい。 か ッと暄 嘩を遣 

たたきころ 

れ、 面白うな ぃぞ！ 打殺して 見せて くれ。 やい、 

腸 を摑 出せ、 へん、 馬鹿な、) と ニヤ リと 笑う。 いや、 

ほく そえ す，， .1 

そのね、 ニヤ リと 北叟 笑み をす る 凄 さと 云ったら。 … 

…待てよ、 この 御寮人が 内証で 情人 を こしらえる。 

しっと はらわた ひきず 

嫉妬で その 妾の 腸 を 引摺り 出す 時、 きっと、 そんな 



笑い 方 をす る 男に 相違ない と 思った。 

あつれ と ビ 

可哀を 留めた の は 取卷連 さ。 

夢中に なって、 芝居 を 見ながら、 旦那が 喚く たびに、 

はっとす るそう で、 皆が 申 合わせた 形で、 ふらりと 手 

を 挙げる。 …… 片手 を だよ。 …… こり や、 私の 前 を 塞 

ふと つ ちょ 

いだ 肥満 女 も 同じく 遣った。 

た/ま t - — I J す 力 

その 癖、 黙然で ね、 チト もしお 静に、 とも 言い 得な 

ヽ o 

レ 

すると、 旦那です …… (馬鹿め、 止めち まえ、) と 言 

いながら、 片手 づきの 反身の 肩 を、 御寮人 さ、 そのお 

つき 

珊の 方の 胸の 処へ 突つ けて、 ぐたり となった。 …… 右 



の 片手 を 逆に 伸して、 引合せた コ オトの 襟 を 引摑ん で、 

もが ひっぱ だ 

何 か、 自分の 胸が 窮屈そう に、 こう 腕いて、 引 開けよ 

うとし たんだが ね、 思う 通りに ならな か つ たもんだ か 

はだ きんぐさり きらり 

ら、 (ええ) と 云う と、 かと 開けた、 細い 黄金 鎖が 晃然 

おんな 

と 光る。 帯 を摑ん で、 ぐい、 と 引いて、 婦の膝 を、 洋 

服の 尻へ 搔 込んだ リと 思う と、 もろに 凭懸 つた 奴が、 

すべ まあお む 

ずるずると、 にって、 それなり 真 仰向けさ。 傍若無人 

だ ご 

九 



処を、 どうです。 それなりに 身 を 任せて、 静 として、 

いれみ なよなよ 

しかも 入 身に 娜々 としてい る じ やない か。 

つかみよ ゆる 

摑 寄せられた 帯 も 弛んで、 結び目の ずるり と 下った、 

しごき あさぎ あかり 

扱 帯の 浅葱 は 冷たそう に、 提灯の 明 を 引いて、 寂しく 

おんな かば おもいや 

婦の姿 を 庇う。 それが せめても の 思 遣りに 見えた け 

れ ども、 それさえ、 そうした 度の 過ぎた 酒と 色に 血の 

荒び た、 神経の とげとげした、 狼の 手で 摑 出された、 

あおび かり はらわた むざん 

青 光の する 腸 のように 見えて、 あわれに 無慚な 

よ. つす 

光景 だつ け ご 

「 …… へい、 そうです かね、」 と 云った 男衆の 声 は、 な 

ぜか腑 に 落ちぬ らしく 聞え たので ある。 



か 何 かで、 こう 反身で 見る と、 (可愛らし いぼん ちゃ 

な。) で、 俳優の 誰と かに 肖て るッて 御意の 上 …… (私 

は 人の 妾 やよ つて、 えらい 相違 もない やろ けれど、 畜 

まし 

生に 世話にな るより、 ちっと は 優 や。 旦那に 頼んで 出 

世 させて 上げる、 来な はれ、) と 直ぐに 貴方。 

いやおう だん ときつ 

その 場から 連れて 戻って、 否応なしに、 旦を説 付け 

おおだな しま 

て、 たちまち 大店の 手代 分。 大道 稼ぎの 猿 廻し を、 縞 

もの 揃いに きちんと 取 立てた なん ぞ はいかが で。 私 は 

膝 を 突つ く 腕に、 ち つ と は 実が あると 思 うんです がご 

初阪 はこれ を 聞く と、 様子が 違って、 

「さあ、 事 だよ！ すると、 昨夜の は その 猿 廻し だ ご 



やまいぬ めかけ 

「いや、 黒服の 狂犬 は、 まだ 妾 の 膝枕で、 ふん ぞり 返つ 

たかいびき 

て 高鼾。 それさえ 見て はいられな いのに、 …… その 

まえだれ 

手代に 違いない。 …… 当時の 久松 といった のが、 前垂 

ろうぜき 

がけで、 何 か 急用と 見えて、 逢いに 来てから の 狼藉が、 

まったく 目に余つ たんだ。 

あ つ こう つ さる ひき 

悪口 吐く のに、 (猿曳 め、) と 云った が、 それで 分つ 

すリ こぎ けだもの 

た。 けずり 廻し とか、 摺 古木と か、 獣 めと かいう 事 

だろう。 大阪 では (猿 曳) と 怒鳴る のかと 思った が。 



いちょう 

じ や、 そのお 珊の 方が 取 立てた、 銀杏の 下の 芸人に 疑 

レ^? レ 

となると— あの、 婦 はなお 済まない ぜ。 

きせる 

自分の 世話 をした 若手 代が、 目の前で、 額 を 煙管で 

かたれる の を、 もじもじと 見て いたろう じ やない かご 

「煙管で、 へい 9 …… 」 

「ああ、 垂々 と 血が 出た。 それ を どうに もし 得な いん 

だ。 じ や、 天 王 寺の 境内で、 猿 曳を拾 上げた つて 何の 

功に もな り やしない。 

まあね、 …… 旦那 は 寝たろう。 取 巻きの 芸妓 一統、 

互に ほっとし たらしい。 が、 私に 言わせり やその 徒 



それに も 構わず …… (さあ 一 ッ。) か 何 かで、 美 濃 か 

ら近 江、 こちらの 桟敷に 溢れて る 大きな ぉ臀 を、 隣 か 

のば ちょく ふち お とづ 

ら手を 伸して 猪口の 縁で コ トコ トと 音信れ ると、 片手 

かん ざし つま びん っッか 

で 簪 を 撮んで、 ごし ごしと 鬢の毛 を突搔 き突搔 き、 

ひしゃ もた 

ぐしゃり と 挫げ たように 仕切に 凭れて、 乗 出して 舞 

うしろ ひっかた む 

台 を 見い 見い、 片手 を 背後へ 伸ばして、 猪口 を 引 傾け 

つ こぼ 

たま ま 受ける、 注ぐ、 それ、 溢す。 (わ ややな、) と 云 

、つ。 

はじま 

そいつが、 私の 胸の 前で、 手と 手 を 千鳥が けに 始 つ 

たんだから 驚く だろう。 御免 も 失礼 も、 会釈 一 つす る 

んじ やない。 



しかし 憎く はなかった ぜ。 君の 親方が 舞台に 出て い 

みんな 

て、 皆が 夢中で 遣る 事なん だ。 

やまいぬ 

憎 いのは 一 人 狂犬 さ。 

や つ と 静ま つたと 思う 間 もな い。 

わめ おき ひっかつ 

(酒 か、) と 喚く と、 むくむ くと 起 かかって、 引 担ぐ よ 

うな 肱の 上へ、 妾の 膝で 頭 を 載せた。 

(注げ！ 馬鹿め が、) と 猪口 を 叱って、 茶碗で、 苦い 

顔して、 がぶがぶと 搔 喫う 処へ、 …… 色の 白い、 ちと 

ひよわ しま 

繊弱い、 と 云った 柄 さ。 中脊の 若い のが、 縞の 羽織で、 

廊下 をち よこち よこと 来て、 ト手を ちゃんと 支いた。 

っッ けん どん にら こごえ 

(何 や、) と 一 ッ突慳 貪に 云って 睨みつ けたが、 低声で、 



い き 

若い のが 何 か 口上 を 云う の を、 フ ー フ— と 鼻で 呼吸 を 

しながら、 目 を 瞑って、 真 仰向けに 聞いた もんです。 

(旦那の、) 旦那と 云 うんだ。 (旦那の ここに 居る のが 

は つ きり 

どない して 知れた、 何 や、) とまた 怒鳴って、 (判然ぬ 

かし おれ。 何 や？ 番頭が …… ふ、 ふ、 ふ、 ふん、) と 

嘲け るよう な、 あの、 凄い 笑顔。 やがて、 苦々 しそう 

しか ひんむす 

に、 そして 切なそう に、 眉 を 顰めて、 唇 を 引 結ぶ と、 

いびき 

グ ゥグゥ とまた 鼾 を搔 出す。 

いや、 しばらく 起きない。 

若手 代 は、 膝へ 手 を 支いた なり、 中腰で ね、 こう 困つ 

う つむ い 

たらしく 俯向いた ッ きり。 女 連 は、 芝罟に 身が 入って 



ことば 

言 も 掛けず。 

うち しま 

その 中に 幕が 閉 つた。 

つま まっくろ 

満場 ゎッと 鳴って、 ぎっしり 詰った のが、 真黒に 両 

方の 廊下へ 溢れる。 

しず 

しばらくして、 大分 鎮まった 時だった。 幕 あきに 間 

いそぎあし ゆきき ひらき 

もな さそう で、 急 足になる 往来の 中 を、 また 竹の 扉 

から ひょいと 出た の は、 娘 を 世話した 男衆で ね。 手に 

弁当 を 一 つ 持って いました。 

(はいよ、 お 弁当、) と 云って、 娘に 差 出して、 渡そう 

としたつ けが …… 」 



十一 

ふとつ ちょ 

「そこに 私 も 居る、 …… 知らぬ 間に 肥満 女の 込 入った 

あんた きまり 

のと、 振 向いた 娘の 顔と を 等分に 見較べて (和 女、 極 

が 悪い やろ。 そしたら 私が 方へ 来て 食り な はるか。 あ 

あ、 そうしな はれ、) と莞爾 か々 笑う、 気の ゆい 男 さ。 

(太いお 邪魔に ござります。) と、 屈んで 私に 挨拶して、 

ひきさが 

一人で 合点して 弁当 を 持った まま、 ずい と 引退った。 

娘が ね、 仕切に 手 を 支く と、 向 直って、 抜いた 

はなかん ざし ほつ そ てぬぐい 

花 簪を 載せて いる、 涙に 濡れた、 細り 畳んだ 手拭 を 

置いた、 友染の 前垂れの 膝 を 浮かして、 ちょっと 考え 



めい リこ へそ おとが い 

背に へたへ たと 滅入 込んで、 臍から 頤 が 生えた よう 

です。 

う 1Q 'たか 

十四 五 枚 も、 堆く 懐に 畳んで 持った 手拭 は、 汚れ 

て はおらな いが、 その 風 だから 手拭きに 出して くれる 

つぶ ふるむ じん 

のが、 鼻紙の 配分 をす るよう さね、 潰れた 古 無尽の 帳 

面の 亡者に そっくり。 

一度、 前 幕の はじめに 行って、 手 を 洗った 時、 そう 

思 つ た。 

ひと つ にぎ 

小さな 銀貨 を 一個 握らせる と、 両手で、 頭の 上へ 押 

頂いて、 (沢山に 難 有、 難 有、 難 有、) と 懐中へ 頤を突 込 

んで礼 をす るの が、 何となく、 ものの 可哀が 身に 染み 



いきなり じいさん つか わき 

突然、 爺 様の 背中へ 摑 まると、 手水 鉢の 傍に、 南天 

た わた わ ひがの こ まっしろ こがいな 

の 実の 橈々 と、 霜に 伏さった 冷い 緋鹿 子、 真白な 小 腕 

で、 どんつ くの 肩 をた たく じ やない か。 

あお ごけ ろくしょう は のり 

青 苔の 緑青が ぶくぶく 禿げた、 湿った 貼の 香の ぷ 

ん とする、 山の 書 割の 立て掛けて ある 暗い 処へ 凭懸っ 

なつかし じつ 

て、 ああ、 さすがに ここ も 都 だ、 としきり に 可 懐く 熟 

と視 た。 

そこへ、 手水 鉢へ 来て、 手 を 洗った のが、 若い 手代 

さるまわし 

II 君が 云う、 その美 少年の 猿 廻 ご 

十二 



けん べき ほぐ 

に 肩 癖 は 解れた、 と 見えて、 若い 人 は、 隣の 桟敷 際へ 

つきひ ざ も と 

戻って 来て、 廊下へ 支 膝、 以前の ごとし。 ：：： 

まんなか はさま からだ 

真中へ 挟 つた 私 を 御覧。 美しい 絹糸で、 身体 中 か 

くすぐった しま 

がられる、 何だか 操 い 気持に 胸が 緊 つて、 妙に 窮屈 

な 事と いったらない。 

やまいぬ 

狂犬が むつく り、 鼻息 を 吹 直した。 

む よだれ ぬらぬら 

(柿が あるか、 剝け やい、) と 涎で 滑々 した 口 を 切つ 

て、 絹も膚 にくい 込もう、 長い間 枕した、 妾の 膝で、 

まっか みひら 

真 赤な 目を睜 くと、 手代 を じろ リ、 さも 軽蔑した よう 

に 見て、 (何し とる？ 汝 や！) と 口汚く、 まず 怒鳴つ 

た。 



ほし 

(何 じ や、 返事 を 待った、 間抜け。 勘定 欲い、 と取リ 

に 来た 金子なら、 払うて やる は 知れた 事 や。 何 吐す。 

…… 三百 や 五 百の 金。 うんも、 すん も ある もの かい、 

鼻かん で敲 きつけろ、 と 番頭に そう 吐かせ。) 

(はい、) と、 手 を 支く。 

(さっさと 去ね、 こない 場所へ のこのこと 面 出しお つ 

なん 

て、 何 さらす、 去ね やい。) 

(はい、) とそれ でも 用ず み。 前垂の 下で 手 を 揉みな 

がら、 手代が 立って、 五 足ば かり 行き かかる と、 

(多 一、 多 一、) と 呼んだ。 若い 人 は、 多 一 と 云 うんだ。 

(待てい、) と 云う。 はっと 引返して、 また 手 を 支く と、 



婦の膝 を はらばいに 乗 出して、 (何 じ やな、 向う から 

金子く れい、 と 使が 来て 店で 待つ じ やな。 人 寄越いた 

ら 催促 やい。 誰 や 思う、 丸 官、) と 云った ように 覚えて 

いる。 ：：： 」 

「ええ、 丸田官 蔵、 船 場の 大金 持です ご 

「そうかね、 (丸官 は 催促され て 金子 出いた 覚え はない。 

げいこて あい 

へ へん、) と 云って、 取 巻の 芸妓 徒の 顔 を ずらり と 見渡 

すご あざわら しゃも け 

すと、 例の 凄い ので 嘲笑って、 軍鶏が 蹴つ ける ように、 

ボンと 起きた が、 (寄越せ、) で、 一人 剝 いていた 柿 を 

引手 繰る、 と 仕切に 肱 を 立てて、 頤を、 新 高に 居る ど 

まげ まる かじ 

こかの 島 田 髭の 上に 突出して、 丸嚙 りに、 ぼりぼりと 



くい や わめ 

喰 かきながら、 (留めち まえ、) と 舞台へ 喚く。 

つま 

御寮人 は、 ぞろリ と 棲 を 引合せる。 多 一 は、 その 袖 

うずくま 

の 蔭に、 踞 つてい たんだね。 

するとね、 くい ほじった 柿の 核 を、 ぴ よいび よいと 

桟敷 中へ 吐 散らして、 あは は、 あは は、 と 面相の 崩れ 

るば かリ、 大口 を 開いて 笑った つけ。 

(鉄砲 打て、 戦争 押 始めろ。 大砲で も 放さん かい、 陰 

気な 芝居 や、 馬鹿、) と 云う と、 また 急に、 険しい、 苦 

とが にら 

い、 尖った 顔 をして、 じろ りと 多 一 を 睨みつ けた。 

おしつ ジ 

(何し とる、 うむ、) と 押 潰す ように 云います。 

(それで は、 番頭さん に、 その 通り 申 聞け ますで ござ 



います、) とまた 立って、 多 一 が 歩行き 出す と (こら！) 

と 呼んで 呼び留めた。 

(丁稚々々、) と 今度 は 云う のさ ご 

聞く 男衆 は 歎息した。 

「難物です な あご 

十三 

やまいぬ す じ 

「それからの 狂犬が、 条理 違いの 難題と いっち や、 聞 

いて いられなかった ぜ。 

(汝 や、 はいはいで、 用 を 済まいた 顔色で、 人間 並に 



桟敷 裏 を 足ば かりで 立って 行く が、 帰ったら 番頭に 何 

と言うて 返事 さら すん や。 何 や！ 払うな、 と 俺が 

吩咐 けたから その 通り 申します、 と 申します が、 呆れ 

る わい、 これ、 払うべき 金子 を 払わいで、 主人の 一分 

おおき 

が 立つ と 思う か。 (五 百 円 や 三百 円、) と大な 声して、 

はしたがね なす ひそ 

(端金 子、) で、 底 力を入れて 塗りつ ける ように 声を密 

めて …… (な、 端金 子 を、 ああ もこう も ある もの かい 

俺が 払うな、 と言うた かて 払え。 さっさと 一束に して 

突 付けろ。 帰れ！ 大 白痴、 その 位な 事が 分らん か。) 

で、 また 追 立てて、 立 掛ける、 とまた しても、 (待ち 

おれ。) だ。 



(分った か、 何、 分った、 偉い！ 出来す、) と 云って 

いや わらい かた 

ね、 ふふん、 と 例の 厭な 笑 方 をして、 それ、 直ぐに 

げいこ れん 

芸妓 連の 顔 をぎ よろ り。 

(分ったら 言うて みい、 帰って 何と 返事 をす る、 饒舌 

れ。 一応 は 聞いて おく。 丸官 後学の ために 承りたい、 

ふん、) と 鼻 を 仰向けに 耳 を 多 一 に突附 けて、 そこに あ 

きんぎ せる 

り あわせた、 御寮人の 黄金 煙管 を 握って、 立 続けに、 

,ヽゝ，ヽゝマ、ゝ」 o 

名 力、 ハカ 吹 力す 

は つ きリ ぬ 

(判然 言え、 判然、 ちゃんと 口上 を もって 吐かせ。 う 

ん、 番頭に、 番頭に、 番頭に、 何 だ、 金子 を 払え？… 

おそろし 

…黙れ！ 沙汰 過ぎた 青二才、) と 可 恐い 顔に なった。 



ま 

(誰が？) と 吠える ような 声で、 (誰が 払えと 言った。 

誰が、 これ、 五 百 円 は 大金 だ ぞ！ 

丸官、 たかを 聞いて さえ ぶるぶる する。 これ、 この 

ゆす 

通り 震える わい。) で、 胴 肩 を 一 つに 揺り 上げて、 (大 

やち 

胆 ものめ が、 土性骨の 太い 奴 や。 主人の もの だとた か 

くく かす 

を 括って、 大金 を 何の 糟 とも 思いく さらん、 乞食 を 忘 

れ たか。) 

と言う。 

す さ 

目に 涙 を 一杯た めて、 (御免下さい まし、) と、 退つ 

て 廊下へ 手 を 支く と、 (あやまる に 及ばん、 よく、 考え 

て、 何と 計らうべき か、 そこへ くい 附 いて 分別して 返 



答せ い。 …… 石になる まで、 汝ゃ 動くな。) とまた 柿 を 

引手 繰って、 か ッかッ と 喰い かきながら、 (止めち まえ、 

馬鹿、) と 舞台へ 怒鳴る。 

ふるえごえ 

(旦那 様、 旦那 様、) 多 一が 震 声で 呼んだ と 思え。 

(早い な、 汝 がよう な 下 根な 奴に は、 三年 かかろうと 

たち どころ おれ 

思うた 分別が、 立処は 偉い。 俺 を 呼ぶ からに は 工夫 

ほうび 

が 着いた な。 まず、 褒美 を 遣る。 そり や 頂け、) と 柿の 

蒂を、 色白な 多 一 の頰 へたた きつけた。 

(もし、 御寮人 様、) と 熟と 顔 を 見て、 (どうしました 

よろ すが 

ら 宜しい ので ございましよう、) と鎚 るよう にして 言つ 

さる ひき われ おんな 

たか 言わぬ に、 (猿曳 め、 汝ゃ、 婦に、 …… 畜生、) と 



と 男衆が、 初 阪の袖 を、 ぐい、 と 引いた。 

十四 

歩行く ともなく 話しながら も、 男の 足 は 早かった。 

ま つ すぐ 

と 見る と、 二人から 十四 五 間、 真直に 見渡す。 —— 狭 

いが、 群集の 夥 しい 町筋 を、 斜めに 奴 を 連れて 帰る 

ふたつ あとさき こうもり 

—— 二 個、 前後に すっと 並んだ 薄色の 洋傘 は、 大輪の 

芙蓉 の 太陽 を 浴び て 、 冷たく 輝く が) J とくに 見えた。 

つち もすそ あや さ あた リ 

水 打った 地に、 裳の 綾の 影 も 射す、 色 は 四辺 を 払つ 

たので ある。 



「や あ、 居る …… 」 

と、 思わず 初阪が 声を立てる、 ト 両側 を 詰めた 屋ご 

かさな 

との 店、 累り 合って 露店 も あり。 軒に も、 路 にも、 

すきま ひとだち 

透 間の ない 人 立した が、 いずれも 言合せ たように、 そ 

の 後 姿 を 見送って いたらし いから、 一見 赤毛布の その 

ふ う あわた だ くだん おんな びっくり 

風采で、 慌 しく (居る、) と 云えば、 件の 婦に 吃驚 

ゆきき 

した 事 は、 往来の 人の、 近間な のに は 残らず 分った。 

意気な 案内 者 犬に 弱って、 

「驚いて はや 可ません。 天満の 青物 市です。 …… それ、 

ま つ しょうめん 

真正面に、 御 鳥居 を 御覧な さいご 

さっき なが みいず 

はじめて 心 付く と、 先刻 視 めた 城に 対して、 稜威は 



両人 は 苦笑した。 

「ほつ こり、 暖 い、 暖 いご 

蒸 芋 の 湯気の 中に、 紺の 鯉口した 女房が、 ぬつ くり 

と 立って 呼ぶ。 

「おでん や、 おでん！」 

うどん 

「餛飩 あがん な はらん か、 餛飩ご 

せんべ い 

「煎餅 買いな はれ、 買いな はれ ご 

鯧の 香気が 芬 として、 あるが 中に、 硝子 戸越 〔# 「硝 

くれな い 

子 戸越」 は 底本で は 「硝 戸戸 越 匕 の 紅 は、 住吉の 浦の 

えび 

鯛、 淡路島の 蝦であろう。 巿 場の 人の 紺 足袋に、 はら 

はらと 散った 青い 菜 は、 皆 天 王 寺の 蕪と 見た。 …… 



が、 目に も 留まらぬ ばかり、 搔消 すが ごとくに 見え 

なくなった。 

高く 競売 屋が 居る、 古いが、 黒く がっしりした 屋根 

ごし そなた さ くま 

越の 其方の 空、 一 点の 雲 もな く、 冴えた 水色の 隈 なき 

あさ ギ. J かば そ 

中に、 浅葱 や、 樺 や、 朱 や、 青 や、 色 づき 初めた 銀杏 

こずえ そよ なが たての ぼリ 

の 梢に、 風の 戦ぐ、 と視 めた の は、 皆 見 世 ものの 立 幟。 

太鼓に、 鉦に、 ひしひしと、 打 寄す る跫 音の、 遠 巻 

きめいて、 遥に 淀川に も 響く と 聞きし は、 誓文払いに 

出盛る 人数。 お 珊も暮 るれば 練る という、 宝の 巿の夜 

にぎわ 

を かけた、 大阪 中の 賑ぃ である。 



十五 

「御覧なさい、 これが 亀の 池です ご 

と 云う、 男衆の 目 は、 —— ここに 人 を 渡す ために 架 

つきやま てんまん ぐう 

けたと 云うよ リ、 築山の 景色に 刻んだ ような、 天満宮 

の 境内 を 左へ 入って、 池 を 渡る 橋の 上で —— 池 は視な 

いで、 向う 岸へ 外れた。 

きざ はし ひざまず ひきしま 

階 を 昇って 跪 いた 時、 言い 知らぬ 神霊に、 引緊っ 

かしわで くッ つい まかんで 

た 身の、 拍手 も 堅く 附着た のが、 このところまで 退出 

たな そこ 

て、 やっと 掌 の 開く を 覚えながら、 岸に、 そのお 珊 

の \ィ ん だの を 見た のであった。 



ひごい ひらひら もすそ なび 

鯡 鯉の 背 は飜々 と、 ぉ珊の 裳の 影に 靡く。 

居た の は、 つい、 橋の 其方であった。 

あし かすか こんの じ 

半襟 は、 黒に、 蘆の 穂が 幽に 白い、 紺地に より がら 

めしち りめん 

みの 細い 格子、 お 召 縮緬の 一枚 小袖、 つい わざとら し 

いまで、 不断着で 出たら しい。 コ オト も 着ない、 羽織 

の 色が、 派手に、 渋く、 そして 際立って、 ぱっと 目に 

つ いた。 

髪の 艷も、 色の 白 さも、 そのために 一際 目立つ、 I 

いちらく きらきら さ 

I 糸 織 か、 一楽ら しいく すんだ 中に、 晃々 と 冴えが あ 

あいね ずみ あずきいろ 

る、 きっぱりした 地の 藍 鼠に、 小豆色と 茶と 紺と、 す 

しま らんた つ 

ら すらと 色の 通った 縞の 乱立。 



えん め わらわ やっこ たたず 

その 艷 なのが、 女の 童 を 従えた 風で、 奴と \ィ む。 

ながれぎ 

…… 汀に 寄って …… 流木め いた 板が 一枚、 ぶくぶくと 

こけ まみ いけす ふた 

浮いて、 苔 塗れに 生簀の 蓋の ように 見える のがあった。 

くぎ 

日 は 水 を 劃って、 その 板の 上ば かり、 たとえば 温か さ 

を 積 重ねた 心 持に ふわ ふわ 当る。 

それへ、 ほかほかと 甲 を 干した、 木の葉に 交って 青 

さま と かわら 

銭の 散った 状して、 大小の 亀 は十ゥ 二十、 磧の 石の 

数々 居た。 中には 軽石の ごときが 交って。 —— - 

いずれ 一度 は擒 となって、 供養に とて 放された、 が 

ぅリ かい くろんぼ なんに よ 

狭い 池で、 昔 売買 をされ たという 黒奴の 男女 を 思 出さ 

せる。 島、 海、 沢、 藪 を かけた 集り 勢、 これほどの 数 



男衆 は 両手 を 池の 上へ 出しながら、 橋の 欄干に 凭れ 

て 低声で 云う。 あえて 忍 音に は 及ばぬ 事 を。 けれども、 

…… ここで 云う の は、 直に 話す ほど、 間近な 人に 皆 聞 

え る 

うお ぼら かおつき 

「まったく、 魚 じ ゃ鲻の 面色が 瓜二つ だよ ご 

その 何 に似てい るか は 言わず とも 知れよう。 

もぐ リだ あらわ 

「ああ ああ、 板の 下から 潜 出して、 一 つ 水の 中から 顕 

れ たのが あります。 大分 大き ゆうがす せ ご 

うるし まと. ip こうら 

成程、 たらたらと 漆の ような 腹 を 正 的に、 甲に 濡 

うすべ に あおむ あぎと こなた 

色の 薄紅 を さした のが、 仰向けに 鰓 を 此方へ、 むつく 

さき 

りと して、 そして 頭の 尖に 黄色く 輪 取った、 その 目が 



めち ようお ちょう ながえ たちばな 

八 畳で、 ぉ珊 自分に、 雌 蝶 雄 蝶の 長柄 を 取って、 橘 

活けた 床の間の 正面に、 美少年の 多 一と、 さて、 名 は 

お 美津と 云う、 逢阪の 辻、 餅屋の 娘 を、 二人 並べて 据 

えたので ある。 

晴の 装束 は、 ぉ珊が 金子に 飽かして 間に合わせた、 

宝の 巿の 衣裳であった。 

まず 上席のお 美 津を静 おう。 髪 は 結いた ての 水の 垂 

るるよう な、 十六 七が 潰し 島 田。 前髪 を ふつく リ 取つ 

て、 両端へ はらり と 分けた、 遠山の 眉に かかる 柳の 糸 

ひぢリ めん 

の 振 分 は、 大阪に 呼んで (いたずら) とか。 緋 縮緬の 

こうが い 

かけお ろし。 橘に 実 を 抱かせた 笄 を 両方に、 雲井の 



前なる ぉ美津 は、 小 鼓に 八 雲 琴、 六 人ず つが 両側に、 

きん まきえ ぎん ぴ よう 

ハオ、 ィャ、 と 拍子 を 取って、 金 蒔絵に 銀鋇 打った 欄 

やまね まえ ま- P- し 

干 づき、 輻も 漆の 車屋 台に、 前 離 子と て 楽 を 奏する、 

その 十一 一人と 同じ 風俗。 

後囉 子が、 また 幕 打った 高い 屋台に、 これ は 男の 

稚児ば かり、 すり 鉦に 太鼓 を 合わせて、 同じく 揃う 十 

二人と、 多 一は 同じ 装束で ある。 

二人 を 前に、 铫子を 控えて、 人 交ぜ もしなかった… 

よそおい たちまさ 

…その 時お 珊の 装 は、 また 立 勝って 目覚し や。 

十九 



いちめ とな 

宝の 巿の 屋台に 付いて、 巿女 また 姫と も 称うる 十二 

人の 美女が 練る。 …… 

ねりぎぬ こうちぎ くれない はかま 

練 衣 小 桂の 紅の 袴、 とば かりで は 言 足らぬ。 た 

うえした そう ぞ うしみ つ 

だ その上 下 を 装束く にも、 支度の 夜 は丑満 頃より、 

じょこうば ゆあみ はだえ 

女 紅 場に 顔 を 揃えて 一 人々々 沐浴 をす るが、 雪の 膚も、 

しろ はぎ べに おしろい くみ か 

白 脛 も、 その 湯 は 一人ず つ 紅 を 流し、 白粉 を 汲 替える。 

くし とき さば しずく 

髪 を 洗い、 櫛 を 入れ、 丈より 長く 解 捌いて、 緑の I 卞す 

こうまく ら 

ら すらと、 香 枕 の 香に 霞む を 待てば、 鶏の 声 しばしば 

もと ゆ い 

聞え て、 元 結に 染む 霜の 鐘の音。 血る 潔く 清き 身に、 

から ごろ も は あさひ 

唐衣 を 着け、 袴 を 穿く と、 しら しらと 早 や 旭の 影が、 



霧 を 破って 色 を 映す。 

さて 住 吉の朝 ぼらけ、 白妙の 松の 樹の間 を、 静々 と 

もう もすそ さっき ごてん いち 

詣で 進む、 路の裳 を、 皐月 御殿、 市の 式 殿に はじめて 

解いて、 市の 姫 は 十二 人。 袴 を 十二 長く 引く。 …… 

その 巿の姫 十二 人、 御殿の 正面に 揖 して かづれば、 

かしこ かわらけ み き 

神官、 威儀 正しく 彼処に あり。 土器の 神酒、 結び 昆布。 

ひおうぎ 

やがて 檜 扇 を 授けら る。 これ を 受けて、 席に 帰って、 

もえ ギ. I ぬいはく 

緋ゃ、 萌黄 や、 金銀の 縫 箔光を 放って、 板戸 も 松の 絵 

こずえ めぐ しょう リん さ 

の 影に、 雲 白く 梢 を繞る 松林に 日の 射す 中に、 一列 

なみい みこ たちい おもてい ち 

に 並居る 時、 巫子 するすると 立 出で て、 美女の 面 一 人 

ごとに、 式の 白粉 を 施し、 紅 を さし、 墨 もて 黛 を 描 



私が 附 いている よって、 承 合うて、 どない した かて 夢 

に はせ ぬ。 …… あんじょう 思うて おくん な はれ や。 

美津 さん、」 

と 娘の 前髪に、 瞳 を 返して、 

「不思議な 御 縁 やな。 ほほ、」 

かざ 

手 を 口許に 翳した が、 

あん-た 

「こう 云うた かて、 多 一さん と 貴女と は、 前世から 約 

束した ほど、 深い 交情で おいでる 様子。 今更で は ある 

まい けれど、 私と は 不思議な 御 縁 やな。 

思うて みれば、 一 昨日の 夜 さり、 中の 芝居で 見た ま 

じよう らく 戈 

では 天 王 寺の 常 楽 会に も、 天神 様の 御 縁日に も、 つい 



ど、 辛い 苦しい 堪え難い、 石 を 抱く 責 苦に 逢うよう な 

み ふし ゆる うつと リ なが 

中で も、 身 節 も 弛んで、 恍惚す るまで 視め ていた。 あ 

ひらき やらい 

の 扉の、 お 仕置場ら しい 青竹の 矢来の 向う に 

あんた たち ようす 

…… 貴女 等の 光景 をば。 —— 

悪事 は 虎の 千里 走る、 ゆい 事 は、 花の香 ほど も 外へ 

あんた てがら 

は 漏れぬ 言う けれど、 貴女 二人 は 孝行の 徳、 恋の 功、 

むくい 

恩愛の 報 だすせ。 誰も 知るまい、 私 一 人、 よう 知った。 

こ お- かたおや 

逢阪に 店が ある、 餅屋の 評判のお 娘さん、 御両親 は、 

ゆきが た 

どちらも 行方 知れず な つ た、 その 借銭 やら 何やらで、 

苦労し な はる、 あのお 爺さんの 孫 や 事まで、 人に 聞い 

て 知った よって、 ふとな、 彼 や これ や 談合しょう 気に 



そ さき 

小指 を 外ら して 指の 輪 を、 我 目の前へ、 …… ぉ珊は 

まじな い 

それが 縁 を 結ぶ 禁厭 であるよ うにした。 

ひそひそ ゆき あ 

「密々 、 話して いや はった な。 …… そこへ、 私が 行 合 

〔# ルビの 「ゆき あ」 は 底本で は 「ゆき わ 匕 わせた も、 こ 

の 杯の 瑞祥 だすせ。 

ここで 夫婦に なら はったら、 直ぐにな、 別に 店 を 出 

しょた ひ ほんだな 

しても らうな リ、 世帯 持って そこから 本店へ 通うな り、 

あの、 お 爺 はんと、 三人、 あんじよ 暮らして 行か はる 

ように、 私が ちゃと 引受けた。 弟、 妹の 分に して、 丸 

官 はんに 否 は 言わせぬ。 よって、 安心お しゃす や。 え、 

嬉しい やろ。 美津 さんが、 あの、 嬉しそう なえ。 



かまち 

た …… 姿 を 見る と、 腰掛 框の 縁の下へ、 慌てもう て、 

潜って 隠れ や はった やない かいな ご 

言う —— それ は 事実であった。 —— 

「はい、 唯今で こそ 申します、 御寮人 様が またお 意地 

かまち 

の 悪い。 その 框へ腰 をお 掛けな されまして、 盆に あ 

ん ころ 餅 寄越せ、 茶 を 持てと、 この美 津に 御意 ござり 

ま ^9 

その上、 入る 穴 はなし、 貴女 様の 召し ものの 薫が、 

魔 薬と やら を 嗅ぎます ようで、 気が 遠くな リ ました。 

その 辛 さより、 犬に なって のこのこと、 下 屋を這 出 

しました 時が、 なお 術のう ござりまして ござります ご 



雛 を 並べた よう やない か。 

けどな、 多 一さん、 貴下な、 九 太夫 やったり、 その 

きず にっき 

な、 額の 疵で、 床下から 出 や はった 処は仁 木 どす せ。 

沢山 忠義な 家来で は どちら やかて なさそう なご 

の うる 

と 軽口に、 奥 もな く 云うて 退けた が、 ほんのりと 潤 

まぶた さ 

みのある、 瞼に 淡く 影が 映した。 

あんた 

「ああ、 わやく 云う 事 やない。 …… 貴方、 その 疵、 ほ 

んと にもう 疼痛 はない か。 こない した 嬉し さに、 ずき 

ずき した かて 忘ら リ よう。 けど、 疵は 刻んで 消えまい 

な。 私が 傍に 居た もの を。 美 it さんの 大事な 男に、 怪 

我 させて 済まなん だな。 



「御寮人 様、 御 推量 を 願いとう ござります。 誓文 それ 

に 相違 ござりません ご 

お 美津の 両手 も、 鶴の 白羽の 狩 衣に、 玉 を 揃えて、 

つ かん ざし たちばな 

前髪 摺れに 支いて いた、 簪の橘 薫り もす る。 

「おお …… 嬉し …… 」 

あや 

と 胸 を 張って、 思わず、 つい 云う。 声の 綾に、 我 を 

ひとく だリ あざやか 

忘れて、 道 成 寺の 一 条 の 真紅の 糸が、 鮮麗に 織 込まれ 

た。 

にしき 

それ は 禁制の 錦であった。 

さま どうき 

ふと 心 付いた 状して、 動悸 を 鎮め るげ に、 襟なる 

ひおうぎ おさ うしろ ふすま 

檜 扇の 湍を しっかと W えて、 ト後を 見て、 襖に すら 



遠慮 やない か。 三々 九 度 は、 嫁 はんが 初手に 受ける が 

法 やけれ ど、 別に 儀式だった 祝言 やない よって、 どう 

なと 構わん。 

そや つ たら 多 一さん、 貴方 先 へ お受け やす。 」 

ひと しりごみ 

「はい、」 と 斉しく 逡巡 する。 

「どうしゃ はった え ご 

「御寮人 様、 一 生に 一 度の 事で ござります。 とてもの 

事に、 ものが 逆にな りません よう、 やっぱり 美津 から 

…：- J 

とちよ つ と 目 を 合せた。 

「女から、 ぉ盞を 頂かして 下さり まし ご 



を 探って、 肩 を ふらりと、 なよなよ とその 唐 織の 袖 を 

垂れた が、 品 を 崩して、 お手玉 持つ よ、 と 若々 しい、 

あどけ 

仇 気ない 風が あった。 

ふたす じ 

「何 や、 この ニ条の 蛇が 可 恐い 云うて 9 …… 両方と も、 

あんた 

言合わせ たように、 貴方 二人が、 自分た ちで、 心願 掛 

けた もの どつ せ。 

あんた 

餅屋の 店で 逢うた 時、 多 一さん、 貴方 はこの 袋 一 つ 

ひとよ さいの リ 

持って いた。 な、 買うて 来る ついで はあって、 一夜 祈 

は あげた けれど、 用の 間が 忙し ゆうて、 夜 さり 高津の 

ゆ ひま ほし 

蛇 穴へ 放しに 行く 隙がない、 頼まれて 欲い —— 云うて、 

美津 さんに 託き よう、 とそれ が 用で 顔 見に 行か はつ 



た 云うた やない かご 

二十 四 

「美津 さん もまた、 日が 暮れたら、 高津へ 行て 放す 心 

やった 云うて、 自分で も 一筋。 同じ 袋に 入った のが、 

とまりぎ 

ニッ、 ちょん と、 あの、 猿の 留 木の下に 揃えて あって、 

—— その 時、 私に 打明けて 二人して 言 や はった は、 つ 

い 一 昨！： n の 晩方 や。 

あんた 

それ もこれ も、 貴方が た、 芝居の 事が あってから、 

あんな 奉公 早う 罷 めて、 すぐに も 夫婦に なれる ように 



今少し、 身に 附け ていたい よって、 こうして おいてお 

くれやす。 

貴方、 結ぶ の 神 やない か。 

けどな、 思い詰めて は、 自分の 手で も 持った もの。 

一 度、 願 t が 叶うた 上で は、 人の 抉に あるの さえ、 美津 

さん、 婦は、 蛇 は、 ゆ 厭ら しな！ 

レ」 こ 

よう 貴女、 これ を 持つ まで、 多 一さん を 思 や はった 

婦 同士 や、 察せいで か。 —— 抉に あったら、 粗相して 

きづかい 

落す とならん。 憂慮な やろ さかい、 私が こうす るよ つ 

て、 大事ない え ご 

うちぶところ ち 

と 袖の 中に て 手 を 引けば、 内懐の 乳の あたり、 浪 



打つ ように 膨らみたり。 

I 婦の 急所で 圧え てお く。 …… 乳 銜えられて、 私が 

のぞ 

死のうと、 盞の 影も視 かせぬ。 さ、 美 律さん、 まず、 

お前に ご 

ぉ珊は 長柄 をち ようと 取る。 

美 津は盞 を 震えて 受けた。 

たらたら たまち しずく くちな わ 

手の 震えで 滴々 と 露 散る ごとき 酒の I 卞、 蛇の 色 

ともしび 

ならず や、 酌 参る お 珊の手 を 掛けて 燈 の 影ながら、 

つや 

青白き 艷が 映つ たので ある。 

はたはた とお 珊が 手を拍 くと、 かねて 心得さして 

あったろう。 廊下の 障子の 開く 音して、 すらすらと 



たび ずれ しずか ふすま 

足袋 摺に、 一間 を 過ぎて、 また 静 にこの 襖 を 開けて、 

「お召し、」 

つ すそ たけなが 

とそ こへ 手 を 支いた、 裾模様の 振袖 は、 島 田の 丈長、 

まいこ うち かしず やっこ 

舞妓に あらず、 家から 斉 眉いて 来て いる 奴であった。 

よ 

r 1 1 ' ヽゝヽ o 一 

一 可レ カレ 」 

「はいご と 言い さま、 はら はらと 小 走りに、 もとの 廊 

下へ 一度 出て、 その 中庭 を 角に した、 向う の 襖 を すら 

ね やくれ な い みどり まくらもと 

りと 開ける と、 閨 紅に、 翠の 夜具。 枕頭に また 一 

人、 同じ 姿の 奴が 居る。 

こなた さし のぞ 

ぉ珊が 黙って、 此方から 差靦 いて 立った の は、 

た つた ひめ たたず もみじ たに 

竜田姫の \ ィん で、 霜 葉の 錦の 谿 深く、 夕映えた る を 望 



て、 送 込む と、 おさえて おいた のが、 はら はら 出る。 

すおう あや さま 

素袍、 狩 衣、 唐衣、 綾と 錦の 影 を 交えて、 風 ある 状 

に、 裾 抉、 追いつ 追われつ、 ひらひらと 立 舞う 風情に 

めぐ ふ ざん かけはし かか ふち 

閨を繞 つた。 巫 山の 雲に 桟 懸れ ば、 名 もな き 恋の 淵 

たちばな きぬ 

あらむ。 左、 橘、 右、 桜、 衣の 模様の 色香 を 浮かし 

とちえ 

て、 水 は 巴 に 渦 を 巻く。 

r お 矛 ま 矛 ま II 

い き せな 

呼吸 も 絶 ゆげな、 なえた ような 美 津の背 を、 屛 風の 

外で 抱えた 時、 ぉ珊 は、 その 花やかな 笑 を 聞かした の 

である。 

好き 機会と や 思い けん。 



あしおと 

廊下に 跫音、 ばた ばた と 早く 刻んで、 羽織袴の、 宝 

ま つ さ. *.J 

の巿の 世話人 一人、 真 先に、 すつ すつ すっと 来る、 当 

浪屋の 女房さん、 仲居 まじりに、 奴が 続いて、 迎 いの 

にんず 

人数。 

□ 々に、 

「御寮人 様 ご 

「お 珊様ご 

「女 紅 場で は、 屋台の 組 も 乗 込みました ご 

「貴女ば かり を 待 兼ねて ござります ご 

襖の 中から、 

「車 は？ I 



見物 さえ、 頻りに 鴉 鳴 を 聞いた、 と 後で 云う。 …… 

二十 六 

そつ ま そつ ま 

「宗 八、 宗八ご 

浪屋の 表座敷、 床の間の 正面に、 丸田官 蔵、 この 成 

金、 何の 好み か、 例なる 詰 襟の 紺の 洋服、 高 胡 坐、 座 

ほうかん 

にある 封 巾 間を大 音に 呼ぶ。 

「は ッ、」 

「き 様、 逢阪の あんころ 餅へ、 使者に、 後 押で 龃 着け 

て、 今 帰った 処じ やな。 - 



処へ宗 八、 丸官 閣下お 使者と いたし、 車 を 一散に 乗 

着けまして、 隣家の 豆屋の 女房 立 会い、 戸 を 押 開いて 

あくじき 

見 ましたれば、 いや、 はや、 何とも 悪食がない たいた 

様子、 お望みの 猿 は 血 を 吐いて 斃ち 果てて おりました 

に 毛頭 相違) J ざり ません ご 

「うむ ご 

にが リき うなず 

と 苦 切つ て 頷 きながら、 

「多 一 、 あれ を 聞いた かい、 その 通 リゃご と、 ぐっと 

見下ろす。 

一座の 末に、 うら 若い 新 夫婦 は、 平伏して いたので 

ある。 



これより 先、 余り 御 無体、 お待ち や、 などと、 慌 

おんな おどりあが 

しい 婦 まじりの 声の 中に、 丸官の 形、 猛然と 躍 上 つ 

ね- P 

て、 廊下 を 鳴らして 魔の ごとく、 二人の 閏へ押 寄せた。 

襖 を どんと 突 明ける と、 床の間の 白玉 椿、 怪しき 明 

星の ごとき 別天地に、 こ は 思い も 掛けず、 二人の 姿 は、 

とば リ おお さしぬき ひも 

綾の 帳 にも 蔽 われず、 指貫 やな ど、 烏帽子の 紐 も 解か 

ないで、 屛 風の 外に、 美 津は多 一 の 膝に 俯し、 多 一は 

美津の 背に 額を附 けて、 五人囉 子の 雛 二 個、 袖 を 合せ 

たようで あ つ た。 

揃って、 胸先が キヤ キヤと 痛む と 云う。 

「酒啖 え、 意気地なし！」 



で、 有無 を 言わせず、 表二階へ 引出された。 

欄干の 緋の 毛氈 は 似た りしが、 今夜 は 額 を 破る ので 

ない。 

ちそ-つ 

「練 もの を 待つ 内、 退屈 じ や。 多 一 やい、 皆への 馳走 

に 猿 を 舞わいて 見せて くれ。 恥辱で はない。 汝ゃ、 

でっち にん むかし 

丁稚から 飛 上 つ て、 今夜から、 大阪の 旦那の 一 人。 旧 

いましめ 

を 忘れぬ ためとい う …… 取 立てた 主人の 訓戒と 思え。 

おんな ぐず ぬか にいまくら 

呼べ、 と 言えば、 婦 どもが 愚図々々 吐す。 新枕 は 

ながなき どリ よ 

長 鳴 鶏の 夜が あける まで は 待 かねる。 

主従 は 三世の 中 じ や、 遠慮な しに 閨へ 推参に 及んだ、 

悪く 思うまい な。 汝ゃ、 天 王 寺 境内に 太鼓た たいてい 



残念な、 猿 太夫 は斃 ちた と ある わい。 

唄な と 歌え、 形な と 見せ おれ。 

ぬか 

何 吐す、」 

げいこ ねめ まわ 

と、 とりなし を 云った 二三 人の 年増の 芸妓 を 睨 廻い 

て、 

「やい、 多 一 ！」 

二十 七 

します 致します _| 

い き 

と 呼吸 を 叨 つ て、 



い、 猿に なれ。 一 若、 立たぬ か、 立たぬ か、 此奴。 え 

ばば ， けざる こい つら 

え！ 婆 どもで まけて やろう、 古 猿に なれ、 此奴 等… 

…立たぬ な、 おのれ ご 

たちみ あが さかずき はいせん ふち 

と 立身 上りに、 盞を 取って 投げる と、 杯洗の 縁に 

力 チリと 砕けて、 颯と 欠ら が 四辺に 散った。 

ともしび ひとえ まぶち すず 

色めき 白ける 燈 に、 一 重 瞼の 目 を 清し く、 美津は 

おもて 

伏せた る 面 を 上げた。 

「ああ、 皆さん、 私が 猿 を 舞い まっせ 〔# 「舞い まっせ」 

は 底本で は 「舞い まっせ 匕。 旦那さん、 男の ため どす。 

畜生に なって な、 私が 天 王 寺の 銀杏の 下で、 トン トン 

踊って、 養うよ つてな。 世帯 せいでも 大事ない、 もう 



(ハオ、 ィ ャァ、 ハオ、 ィャ ァ、) 霜夜 を 且つち る 錦 葉 

の 音 かと、 虚空に 響いた 鼓の 掛声。 

(コ ンコ ンチキ チン、 コン チキ チン、 コン チキ チン、 

すリ がね あとば やし はるか 

カラ、 タツ ポッポ ) 摺鉦 入れた 後囉 子が、 遥に 交って 

聞え たは、 先駆す でに 町 を 渡 つ て、 前囉 子の 間近な 気 ir 

が、 座 を 乱す もの は 一人 もなかった。 

よ とま 

「船の 中には 何とお 寝る ぞ、 苫を敷 寝に、 苫を敷 寝に 

かじ まくら 

楫枕 、 楫枕。 _ 

はぎ 

玉 を 伸べ たる 脛 もめげ ず、 ッ ト美津 は、 畳に 投げて 

たま くら 

手枕した。 

その 時 は、 別に 変った 様子 もなかった。 



せな すが てのひら 

になって 背に 鎚 つた。 多 一 の 片手の 掌 も、 我が 唇 を 

圧 余って、 血 汐は指 を 溢れ 落ちた。 

はしご に 

一座 わつ と 立 騒ぐ。 階 子へ 遁げて 落ちた のさえ ある。 

ひきあお む 

引 仰向けて しつ かと 抱き、 

「美津 さん— …… 二、 二人 は 毒害され た、 ぉ珊、 ぉ珊、 

御寮人、 ぉ珊 め、 婦！」 

二十 八 

しょ-つぎ 

「床几、」 

まえうしろ いちめ 

と、 前後の 屋台の 間に、 巿 女の 姫の 第五 人目で、 お 



うしろ ひさし 

珊が朗 かな 声を掛けた。 背後に 二人、 朱の 台 傘を廂 

じ ずれ はくちょうで たち 

より 高々 と 地摺の 黒髪に さしかけ たの は、 白丁扮 装の 

か ご もえぎし や ふさ 

駕寵 人足。 並んで、 萌黄紗 に 朱の 総 結んだ、 巿女笠 を 

捧げて 従った の は、 特にお 珊が 望んだ という、 ぉ美津 

の 爺の 伝 五郎。 

しるしばんてん ももひき 

印半纏、 股引、 腹掛けの 若い ものが、 さし 心得て、 

ま つ さ. *.J 

露 じと りの 地に 据えた 床几に、 お 珊は真 先に 腰 を 掛け 

わがまま ねり 

た。 が、 これ は 我儘で はない。 練 もの は、 揃って、 宗 

右衛門 町の ここに 休む のが 習 であった。 

屋台の 前なる 稚児 を はじめ、 間 を ものの ニ^ば かり 

まっすぐ きぬ すぐ 

ずつ、 真直に 取って、 十二 人が 十二の 衣、 色 を 勝った 



はっき はるか かた なび 

白 気が 渡って、 細々 と 長く、 遥に城 ある 方に 靡く。 こ 

れを、 あたりの 湯屋の 煙、 また、 遠い 煙 筒の 煙が、 風 

の 死した る 大阪の 空 を、 あらん 限り 縫う とも 言った。 

宵に は 風が あった。 それ は 冷たかった けれども、 

こはるな ぎ なごり おぼろお ぼろ 

小春 M の 日の 余 残に、 薄 月 さえ 朧 々 と 底の 暖 いと 

思った が、 道頓 堀で 小 休みして、 やがて 太 左 衛門橋 を 

まっくら 

練 込む 頃から、 真暗に なった ので ある。 

あやし 

鴉 は 次第に 数 を 増した。 のみならず、 白 気の 怪み 

も あるせ いか、 誰 云う となく、 今夜 十二 人の 巿 女の 中 

に、 姫の 数が 一 人 多い。 すべて 十三 人 あると 言 交わす。 

世話人 徒が、 妙に 気にして、 それとなく、 一 人々々 



数えて みると、 なるほど 一 人 姫が 多い。 誰も 彼 も 多い 

と 云う。 

よそみ のぞ 

念のために、 他所 見ながら 顔を視 いて、 名 を銘々 に 

ふ おきて 

心に 留める と、 決して 姫が 殖えた ので はない。 定の 

通リ 十二 人。 で、 また 見渡す と 十三 人。 

もうで しののめ 

::: 式の 最初、 住吉詣 の 東雲に、 女 紅 場で 支度 はし 

やしろ 

たが、 急に ぉ珊が 気が 変って、 社 へ 参らぬ、 と 言った 

ために 一 人俄掊 えに 数 を 殖やした。 が、 それ は 

いたこう まさみ わか 

伊丹 幸の 政 巳と 云って、 お 珊が稚 い 時から 可愛がった 

妹分。 その 女 は、 と 探って みると、 現に 丸官に 呼ばれ 

て、 浪屋の 表座敷に 居る と 云う から、 その 身代りが 交つ 



たという ので もない のに。 …… 

それさえ 尋常なら ず、 とひし めく 処に、 搗 てて 加え 

て 易から ぬ は、 世話人の 一 人が 見附けた —— 屋台が 道 

頓堀を 越す 頃から、 橋へ かけて、 列の 中に、 たらたら、 

ひとしずく 

たらたらと 一 I 卞 ずつ、 血が 落ちて いると 云う ので ある。 

二十 九 

おぼろ 

一 人 多い、 その 姫の 影 は 朧 でも、 血の したた リは現 

まさ 

に 見て、 誰が 目に も 正しく 留 つた。 

おだやか さがし 

灯の 影に 地 を 探って、 穏 ならず、 うそう そ搜 もの 



しら しずしず 

て検 ベて 行く と、 静々 と 揃って 練る 時から、 お 珊の袴 

の 影で 留 つたの を 人 を 知った。 

ここに 休んで から、 それとなく、 五 人目の 姫の 顔 を 

さし のぞ まゆずみ 

差視 くもの もあった。 けれども 端然と していた。 黛 

の 他に 玲瓏と して 顔に 一点の 雲 もなかった。 が、 右手 

に 捧げた 橘 に 見入る のであろう、 寂しく 目 を 閉じて 

いたと 云う。 

時に、 途中で はさ もなかった。 ここに 休む 内に、 怪 

したた な 力 J< ずく 

しき 気の こと、 点滴る 血の 事、 就中、 姫の 数の 幻に 一 

ま- 7 

人 多い 事が、 いっとな く、 伝えられて、 烈しく 女 ども 

の 気 を 打った。 



あんた 

「貴方ば かり 殺し はせん。 これお 見やす、」 と 忘れた 

か あおじろ 

ように、 血が 涸れて、 蒼白んで、 早 や 動かし 得ぬ 指 を 

離す と、 刻んだ ように。 しっかと 持った、 その 脈を剌 

から くれな い 

した 手の 橘の、 鮮血に 染まった のが、 重く 多 一の 膝 

に^ P ちた。 

男 はしば らく 凝視め ていた。 

「ロ惜 いは 私 こそ、 …… 多 一さん。 女 は 世間に 何にも 

出来ん。 恋し、 愛しい 事 だけに は、 立派に 我 ままして 

見しょう。 

な リ あんた 

宝巿 のこの 服装で、 大阪 中の 人の 見る 前で、 貴方の 

手 を 引いて …… な あ、 見事 丸官を 蹴て 見しょう、 と 命 



可^気に、 何で、 何で、 お 美津を …… 」 

と 聞き も果 さず …… 

たまぎ 

「わ あ、」 と 魂 切る。 

じじい おさ 

伝 五 爺 の 胸 を 圧え て、 

まきちら の 

「人が 立 騒いで 邪魔したら、 撒 散 かいて 払い 退きよう 

ふところ たんと 

と、 お前に 預けた、 金貨 銀貨が、 その 懐中に 沢山 ある。 

不思議な 事で、 使わいで 済んだ よって、 それ もって、 

な、 えらい 不足な やろ けれど、 不足、 不足な やろ けれ 

ど、 …… ああ、 術ない、 もう 身が なえて 声 も 出ぬ。 

お聞き やす、 多 一 さん、 美 it さん は、 一 所に 連れず 

と、 一人 添 かいてお きたかった。 貴方と 二人、 人 は 交 



れが 光な き 十 一 の緋の 炎と 見えた。 

力 す 力 はる H2 る 

ぉ珊 は、 幽に、 目 も遥々 と、 一人ず つ、 その 十一の 

ともしび み 

燈 を視 た。 

明治 四十 五 二 九 ニー) 年 一月 
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